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課題名

賦験研

究年次

６野菜・花きの無病苗育成と大量増殖

洋ランの大量増殖のためのPLB(フ・ﾛﾄｺｰﾑ状球体)形成手法

６１～１年（完了）

Ｉ目的一・

分類 ①

県内で栽培されている洋ランのうち、近年消餐が拡大しているオンシジウ

ムとデンフアレの大量増殖を行うため、基礎となるPLB形成手法を確立する。

Ⅱ試験方′法

１ 供試品種オンシジウム： ガーラムジ ー

， 、 , デンファレ：ピッグパンダ

２殺菌条件有効塩素0.5%の次亜塩素酸ナトリウム溶液、１５分間

３基本培地ＭＳ＋ショ糖309/Ｒ＋ケランガム３９／２
４培養条件２５℃、約2,000Lux、１６時間照明
５試験区

試験１植物:生育調節物質の組成の検討

ＢＡとNAA各々 、０，０．１，０．５、 1.0,2.0mg／ｊＱの２５組み合わせ

試験２，茎頂の大きさの検討

0.3,0.5、 １．０，１．５mｍ

試験８置床｣時期の検討（オンシジウム）
２、 4，６，８、 10、１２月の下旬

試験４花茎培養（オンシジウム）Ⅷ

植物生育調節物質ＢＡＯ､2，０．５、 １．０ 解 Ｎ

NAA０．５，１．０，２．０必Ｎ

前処理100%ｴﾀﾉー ﾙ3秒間、70%ｴﾀﾉー ﾙ3,10秒間､超音波10分間

Ⅲ主要成果の概要

オンシジウムでは､ＢＡＯ～0.1mg／２，ＮＡＡ0.1～0.5mg／２添加したＭＳ培地
で0.3ｍｍの大きさの茎頂を培養することにより、大量増殖できる。また、花

一|

茎を１０分間超音波洗浄､殺菌後､ＢＡＯ､５ﾙ‘Ｍ
培養することにより、大量増殖できる。

、 NAA1.0隣Ｍ添加したＭＳ培地で

デンファレでは、ＢＡＯｍｇ／jQ、ＮＡＡ0.5～1.0mg／２添加したＭＳ培地で、１．０
m､の大きさの茎頂を培養することにより、大量増殖できる。

１オンシジウムとデンフアレの茎頂からＰＬＢ（プロトコーム状球体）を形
成させるためには、植物生育調節物質の濃度は低濃度にする必要がある。

２PLBを効率的に形成させるための茎頂の大きさはヴオンシジウムの場合は
0.3mmが、デンファレの場合には、1.0mmが適当である。

３オンシジウムの茎頂の採取時期としては、雑菌の汚染が少なく、PLBの形

成がよい６～８月が適している。

４オンシジウムの花茎培養の生l存率を高めるためには､ＢＡＯ､５且Ｎ､ＮＡＡ１．０
腰Ｎの添加が必要である。

５優良個体の開花の特性を確認後に、母株を傷めることなく増殖できる花

茎培養》の場合、超音(波洗浄と次(亜塩素酸ヘナ;トリウムによる殺菌を併用する

と、雑菌による汚染を少なくし、花茎生存率の向上を図ることができる。
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Ⅳ主要 成果の具体的データ話

第１表オンシジウム及びデンフアレの茎頂培養に及ぼす植物生育調節物質の影響（６３年）

デンファレオンシジウム
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注）Ｃ：カルス、Ｄ：枯死、PLB：プロトコーム状球体、Ｓ：シュート

紡窪謡織野蓋鶏字培養に及ぼす茎頂の大きさの第３表毒訊?評第２表
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１１オンシジウム及びデンフアレの大麓増殖に利用できる。

２オンシジウムの花茎培養は育種に応用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

ウイルス検定法の砿立

Ⅶ 資料名

１６３年度福岡県農業総合試験鍔園芸研究所花き花木試験成績

２２年度福岡県農業総合試験場生産環境研究所生物資源部試験成績概要書


